
議案第  号 

 

工 事 請 負 契 約 締 結 の 件 

 

下記のとおり工事の請負契約を締結することについて、宇部市議会の議決に付す

べき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和３９年条例第５８号）第２条

の規定により、市議会の議決を求める。 

  令和元年１２月 日提出 

 

                 宇部市長  久 保  田   后 子 

 

 

記  

１ 工  事  名  岬小学校複合施設改築（建築主体）工事 

２ 工 事 場 所  宇部市松山町五丁目８番１０号 

３ 請 負 金 額  一金 ５４３,４００,０００円也 

          （うち消費税額及び地方消費税額 ４９,４００,０００円） 

４ 契 約 の 方 法  一般競争入札 

５ 工 事 の 概 要  鉄筋コンクリート造一部鉄骨造２階建て 

延べ面積 １,７１０.１１㎡ 

６ 契 約 の 相 手方  新光産業・大栄建設・高砂工務店共同企業体 

代表者 宇部市厚南中央二丁目１番１４号  

新光産業株式会社 

代表取締役社長  古  谷   博  司 

宇部市北琴芝二丁目１２番１－２号 

大栄建設株式会社 

取締役社長  原   田    毅 

             宇部市岬町一丁目３番２号 

株式会社高砂工務店 

 代表取締役  宮   本   達  郎  

資料１  
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議 案 第   号  

 
宇 部 市 公 民 館 条 例 廃 止 の 件  

 

宇 部 市 公 民 館 条 例 （ 昭 和 二 十 五 年 条 例 第 三 十 八 号 ） を 次 の よ う に 廃 止 す る 。  

令 和 元 年 十 二 月  日 提 出  

 

宇 部 市 長   久  保  田   后  子  

 

 

 宇 部 市 公 民 館 条 例 は 、 廃 止 す る 。  

   附  則  

こ の 条 例 は 、 令 和 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

「 説 明 」  

 社 会 教 育 に 係 る 公 民 館 機 能 を ふ れ あ い セ ン タ ー に 統 合 す る こ と に よ り 、 地 域 の 特

性 を 活 か し た 地 域 づ く り を 進 め る と と も に 、 地 域 と 学 校 の 連 携 ・ 協 働 体 制 を 強 化 し

て い く も の で あ る 。  

 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。  
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第五条 公民館に、公民館運営審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

２ 審議会の委員（以下「委員」という。）は、次に掲げる者のうちから委員会が委嘱

する。 

一 学校教育及び社会教育の関係者 

二 家庭教育の向上に資する活動を行う者 

三 学識経験者 

３ 委員は、十人以内とする。 

４ 委員の任期は、二年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とす

る。 

（昭六〇条例七・一部改正、平一六条例七二・旧第四条繰下・一部改正、平二

四条例一二・一部改正、平三〇条例三三・旧第十一条繰上） 

（委任） 

第六条 この条例に定めるものを除くほか、公民館の管理及び運営について必要な事項

は、委員会が別に定める。 

（昭六〇条例七・旧第七条繰上・一部改正、平一六条例七二・旧第六条繰下・

一部改正、平二四条例一二・旧第十三条繰上、平三〇条例三三・旧第十二条繰

上） 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成十六年十月八日条例第七十二号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成十六年十一月一日から施行する。 

（厚狭郡楠町との合併に伴う経過措置） 

２ この条例の施行の日前に楠町立公民館の設置、管理及び職員に関する条例（昭和四

十九年楠町条例第九号）の規定により同日以後の使用の許可を受けている者に係る当

該使用については、同条例の規定による取扱いの例による。 

３ 平成十七年三月三十一日までの間、宇部市船木ふれあいセンターについては、改正

後の第四条第一項及び第三項の規定にかかわらず、休館日は月曜日、国民の祝日に関

する法律（昭和二十三年法律第百七十八号）に規定する休日及び十二月二十九日から

翌年の一月三日までの日とし、開館時間は午前八時三十分から午後十時までとする。 

附 則（平成三十年七月三日条例第三十三号）抄 

（施行期日等） 

１ この条例は、平成三十一年四月一日から施行する。 
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○宇部市公民館条例 

昭和二十五年七月三十一日 

条例第三十八号 

（設置） 

第一条 社会教育法（昭和二十四年法律第二百七号。以下「法」という。）第二十一条

第一項の規定に基づき、本市に公民館を設置する。 

（昭六〇条例七・平一六条例七二・一部改正） 

（名称及び位置） 

第二条 公民館の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 位置 

宇部市東岐波ふれあいセンター 宇部市大字東岐波字向山三八二九番地 

宇部市西岐波ふれあいセンター 宇部市床波六丁目五番二三号 

宇部市厚南ふれあいセンター 宇部市厚南北一丁目二番二四号 

宇部市原ふれあいセンター 宇部市大字妻崎開作字中内濱一九九〇番地 

宇部市厚東ふれあいセンター 宇部市大字棚井字高野原六八番地二 

宇部市二俣瀬ふれあいセンター 宇部市大字車地字寮ノ河内一七三番地 

宇部市小野ふれあいセンター 宇部市大字小野字山根八二九四番地四 

宇部市船木ふれあいセンター 宇部市大字船木字中市一七九番地一 

（昭六〇条例七・平八条例三九・平一〇条例二八・平一六条例七二・平一八条

例三五・平二二条例四一・一部改正） 

（職員） 

第三条 公民館に館長のほか主事その他必要な職員を置く。 

（昭六〇条例七・全改、平一六条例七二・一部改正） 

（開館日及び開館時間） 

第四条 公民館は、一月一日から同月三日まで及び十二月二十九日から同月三十一日ま

での日（以下「休館日」という。）を除き、毎日開館する。 

２ 宇部市教育委員会（以下「委員会」という。）は、前項の規定にかかわらず、特に

必要があると認めるときは、休館日に開館し、又は休館日以外の日に開館しないこと

ができる。 

３ 公民館の開館時間は、午前九時から午後十時までとする。 

４ 委員会は、前項の規定にかかわらず、特に必要があると認めるときは、前項の開館

時間を変更することができる。 

（平一六条例七二・追加） 

（公民館運営審議会） 


